
「
芸
術
と
実
行
」
論
争
の
発
端

ー
ー
明
治
四
十
一
年
の
長
谷
川
天
渓
と
岩
野
泡
鳴
と
の
論
争
を
中
心
に
|
|

は
じ
め
に

「
芸
術
、
ど
実
行
」
論
争
と
は
何
か
。
こ
の
論
争
は
、
自
然
主
請
が

提
起
し
た
重
要
な
問
題
と
し
て
研
究
さ
れ
て
き
た
。
『
園
文
学
解

釈
と
鑑
賞
臨
時
増
刊
号
文
芸
用
語
の
基
礎
知
識
』
(
昭
和
五
十
一

年
三
月
、
至
文
堂
)
の
中
に
、
「
実
行
と
芸
術
」
と
い
う
項
目
が
あ

る
の
で
、
ま
ず
参
考
と
し
て
そ
の
意
味
を
引
い
て
み
よ
う
。

【
原
義
】
自
然
主
義
の
性
格
を
規
定
し
た
最
大
の
論
争
点
の
一

つ
。
実
行
と
芸
術
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
、
両
者
を
切
り
離
す
観

照
主
義
と
実
行
即
芸
術
を
唱
え
る
一
派
と
が
争
っ
た
。

【
類
語
】
芸
術
と
実
生
活
。
実
行
と
観
照

こ
の
項
目
の
執
筆
者
山
田
博
氏
は
、
こ
の
問
題
に
最
初
に
論
及
し

た
の
は
島
村
抱
月
の
「
芸
術
と
実
生
活
の
界
に
横
た
は
る
一
線
」
(
明

治
四
十
一
年
九
月
、
「
早
稲
田
文
学
乙
で
あ
る
が
、
岡
山
花
袋
の

王

憧

雲

「
評
論
の
評
論
」
(
明
治
四
十
二
年
一
月
、
「
文
章
世
界
」
)
が
「
真

の
自
然
主
義
の
態
度
」
を
提
出
し
た
と
解
説
し
て
い
る
。
ま
た
、
抱

月
や
花
袋
の
論
点
に
対
し
て
岩
野
泡
鳴
が
「
実
行
文
芸
と
デ
カ
ダ
ン

論
」
(
明
治
四
十
二
年
四
月
十
一
・
十
八
日
、
「
読
売
新
聞
」
、
原
題

は
「
デ
カ
ダ
ン
論
、
外
数
件
」
)
で
反
論
し
、
論
争
に
発
展
し
て
、

相
馬
御
風
や
徳
田
秋
声
な
ど
も
発
言
を
加
え
た
と
述
べ
て
い
る
。
『
文

芸
用
語
の
基
礎
知
識
』
は
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
に
増
補
第
五
版
が

出
版
さ
れ
た
が
、
こ
の
項
目
の
解
説
は
初
版
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

山
田
氏
と
ほ
ぼ
同
じ
指
摘
を
し
、
「
芸
術
と
実
行
」
問
題
を
考
察

し
た
研
究
の
鴨
矢
と
も
言
え
る
の
は
、
平
野
謙
の
「
実
行
と
芸
術
」

(
昭
和
二
十
八
年
九
月
、
「
近
代
文
学
乙
で
あ
る

2
0
平
野
謙
は

山
田
氏
の
解
説
と
同
じ
よ
う
に
岡
山
花
袋
と
島
村
抱
月
に
注
目
し
、

議
論
の
絶
頂
が
明
治
四
十
二
年
の
な
か
ば
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

し
か
し
、
平
野
謙
「
実
行
と
芸
術
」
以
後
、
多
く
の
研
究
が
出
さ
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れ
、
平
野
説
に
訂
正
を
促
す
も
の
も
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
「
芸
術

と
実
行
」
論
争
の
発
端
は
い
つ
な
の
か
、
と
い
う
問
題
が
特
に
注
目

さ
れ
て
い
る
。
今
井
泰
子
氏
は
、
論
争
の
発
端
の
時
点
に
つ
い
て
、

過
去
の
諸
説
を
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
の
中
で
最
も
適
切
な

の
は
明
治
四
十
一
年
四
月
か
ら
六
月
と
す
る
説
で
あ
る
と
し
て
い
る

=
。
今
井
氏
自
身
は
、
吉
田
精
一
『
近
代
文
芸
評
論
史
・
明
治
篇
』

(
昭
和
五
十
年
二
月
、
至
文
堂
)
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
長
谷
川
天

渓
「
自
然
主
義
、
ど
本
能
満
足
主
義
と
の
別
」
(
明
治
四
十
一
年
四
月
、

「
文
章
世
界
」
)
が
最
も
早
い
論
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
以
前
に
、
川
副
園
基
氏
が
「
無
理
想
・
無
解
決
の
態

度
・
観
照
尚
態
度
・
芸
術
と
実
生
活
と
の
画
一
線
・
自
然
主
義
は
本

能
満
足
主
義
に
あ
ら
ず
と
す
る
な
ど
、
こ
れ
ら
は
わ
が
国
の
自
然
主

義
者
側
の
共
通
し
た
態
度
で
あ
り
、
天
渓
が
最
も
は
や
く
打
ち
出
し

た
説
も
多
い
」
と
述
べ
る
の
は
、
先
の
時
期
の
天
渓
の
批
評
を
指
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
三
百
比
較
的
新
し
い
研
究
で
あ
る
日
比
嘉

高
氏
「
〈
文
芸
と
人
生
〉
論
議
と
青
年
層
の
動
向
」
(
平
成
十
四
年

十
月
、
「
日
本
近
代
文
学
」
)
も
天
渓
の
「
自
然
主
義
と
本
能
満
足

主
義
と
の
別
」
と
抱
月
の
「
文
芸
土
の
自
然
主
義
」
談
話
筆
記
(
明

治
四
十
一
年
五
月
、
「
教
育
時
論
」
)
と
を
論
争
の
発
端
と
し
て
い

る
菌
も
つ
ま
り
、
一
般
に
は
、
天
漢
の
「
自
然
主
義
と
本
能
満
足

主
義
と
の
別
」
が
発
表
さ
れ
た
明
治
四
十
一
年
四
月
が
、
論
争
の
発

端
と
し
て
最
も
早
い
時
点
と
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

本
稿
は
、
「
芸
術
と
実
行
」
論
争
の
発
端
時
期
に
つ
い
て
改
め
て

検
討
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
明
治
四
十
一
年
四
月
前
後
の

天
渓
の
「
芸
術
と
実
行
」
言
説
を
整
理
し
、
そ
の
言
説
が
提
出
さ
れ

た
背
景
を
考
え
た
い
。
次
に
、
最
初
の
論
争
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
今
ま
で
の
先
行
研
究
で
は
見
逃
さ
れ
て
き
た

一
面
を
考
察
す
る
。
そ
の
よ
う
な
考
察
を
通
し
て
、
こ
の
論
争
の
文

学
史
的
位
置
付
け
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。
な
お
、
短
い
時
期

に
雑
誌
や
新
聞
に
発
表
さ
れ
た
数
々
の
評
論
を
一
覧
で
き
る
よ
う

に
、
重
要
な
評
論
と
そ
の
発
表
日
付
を
記
し
た
表
を
本
摘
の
最
後
に

付
し
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
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青
野
季
吉
が
「
現
代
文
学
で
そ
の
時
ほ
ど
創
作
と
評
論
が
密
着
し

て
い
た
時
代
は
な
か
っ
た
」
(
『
文
学
五
十
年
』
昭
和
二
十
二
年
十

二
月
、
筑
摩
書
房
)
と
述
べ
た
よ
う
に
、
力
強
く
自
然
主
義
運
動
を

推
し
進
め
た
の
は
、
自
然
主
義
の
小
説
作
品
よ
り
も
む
し
ろ
評
論
の

方
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
自
然
主
義
は
一
枚
岩
で
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
自
然
主
義
の
主
張
が
、
論
客
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
の
も

事
実
で
あ
る
。
石
川
啄
木
「
時
代
閉
塞
の
現
状
」
(
生
前
未
発
表
、

明
治
四
十
三
年
八
月
に
執
筆
推
定
)
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

見
よ
、
花
袋
氏
、
藤
村
氏
、
天
渓
氏
、
抱
月
氏
、
泡
鳴
氏
、



白
鳥
氏
、
今
は
忘
ら
れ
て
ゐ
る
が
風
葉
氏
、
青
果
氏
、
其
他

|
|
十
'
ベ
て
此
等
の
人
は
皆
斉
し
く
自
然
主
義
者
な
の
で
あ

る
。
さ
う
し
て
其
各
々
の
聞
に
は
、
今
日
既
に
其
肩
書
以
外
に

は
殆
E
全
く
共
通
し
た
点
が
見
出
し
難
い
の
で
あ
る
。
喜

「
芸
術
と
実
行
」
論
争
に
お
い
て
自
然
主
義
者
の
意
見
が
分
か
れ

る
の
も
そ
の
一
例
だ
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
争
点
を
見
極
め

る
こ
と
は
、
自
然
主
義
の
本
質
を
明
か
す
鍵
の
一
つ
と
な
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
川
副
氏
は
、
「
芸
術
と
実
行
」
論
争
に

お
い
て
「
天
渓
が
最
も
は
や
く
打
ち
出
し
た
説
も
多
い
」
と
述
べ
る

が
、
そ
の
論
拠
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
「
自
然
主
義
と
本
能
満
足
主

義
と
の
別
」
(
明
治
四
十
一
年
四
月
、
「
文
章
世
界
乙
で
あ
る
。
本

稿
も
こ
の
論
文
の
内
容
か
ら
検
討
し
た
い
。
天
渓
は
こ
こ
で
、
当
時

の
新
聞
や
雑
誌
で
自
然
主
義
と
本
能
満
足
主
義
と
の
三
つ
の
言
葉
が

混
用
さ
れ
て
い
る
状
況
を
難
じ
、
「
自
然
主
義
は
、
文
芸
上
の
問
題

で
あ
っ
て
、
本
能
満
足
主
義
と
は
、
人
生
上
の
実
行
問
題
で
あ
る
」

と
、
明
確
に
そ
の
違
い
を
規
定
し
て
い
る
。
自
然
主
義
の
目
的
は
「
第

三
者
の
位
地
、
即
ち
傍
観
者
の
位
地
に
立
っ
て
、
人
生
の
現
象
を
描

写
」
す
る
こ
と
に
あ
り
、
文
学
創
作
に
お
い
て
「
た
だ
有
り
の
偉
を

写
す
だ
け
で
」
「
是
非
の
言
を
加
」
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
、
彼

の
主
張
す
る
「
無
解
決
の
態
度
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
然
主
義
の

こ
の
「
無
解
決
の
態
度
」
は
、
本
能
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
を
以
っ
て

解
決
と
す
る
本
能
満
足
主
義
と
は
対
照
的
な
も
の
で
あ
る
と
天
漢
は

説
明
す
る
。

「
自
然
主
義
と
本
能
満
足
主
義
と
の
別
」
を
発
表
し
た
半
月
後
、

「
太
陽
」
誌
上
に
「
無
解
決
と
解
決
」
(
明
治
四
十
一
年
五
月
)
を

発
表
し
た
天
渓
は
、
そ
こ
で
「
現
実
と
い
ふ
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
事

実
だ
け
は
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
し
、
そ
の
上
で
「
此
の
現

実
こ
そ
、
吾
れ
等
の
胸
中
に
、
新
世
界
を
造
る
べ
き
発
足
点
で
あ
る
。

而
し
て
其
の
発
足
点
か
ら
は
、
二
つ
の
途
が
分
れ
て
ゐ
る
。
一
を
無

解
決
道
と
名
付
く
る
な
ら
ば
、
他
は
解
決
道
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
「
無
解
決
道
」
こ
そ
、
即
ち
彼
が
唱
え
る
芸
術
家
の

態
度
で
あ
る
。
加
え
て
天
渓
は
、
「
紛
々
た
る
現
実
世
界
に
対
し
て
、

何
等
の
理
想
的
判
断
を
下
さ
ず
、
即
ち
解
決
を
附
与
す
る
こ
と
な
く
、

有
り
の
偉
を
眺
む
る
の
が
自
然
主
義
で
あ
っ
て
、
此
処
が
芸
術
の
範

囲
で
あ
」
る
と
言
う
。
ま
た
、
自
然
主
義
と
は
「
芸
術
上
の
主
張
」

で
、
「
人
生
に
於
け
る
実
行
上
の
主
義
で
は
な
い
」
と
、
こ
こ
で
も

再
び
自
然
主
義
と
本
能
満
足
主
義
と
の
差
異
を
強
調
し
て
い
る
。
「
無

解
決
と
解
決
」
で
の
こ
れ
ら
の
主
張
は
、
既
に
「
自
然
主
義
と
本
能

満
足
主
義
と
の
別
」
で
展
開
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

「
無
解
決
と
解
決
」
と
は
、
「
自
然
主
義
と
本
能
満
足
主
義
と
の
別
」

を
発
表
し
た
後
、
翌
月
に
自
分
が
担
当
し
た
「
太
陽
」
の
文
芸
時
評

の
欄
に
お
い
て
、
実
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
自
ら
の
論
点
を
よ
り
詳
し

く
述
べ
よ
う
と
し
て
書
き
直
し
た
も
の
だ
と
見
な
し
て
よ
い
だ
ろ
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ヲ。
ま
た
、
「
自
然
主
義
と
本
能
満
足
主
義
と
の
別
」
と
「
無
解
決
と

解
決
」
と
の
聞
に
も
、
天
渓
は
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
文
章
を
発
表
し
て

い
る
。
四
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日
の
「
東
京
二
六
新
聞
」
に
掲
載

さ
れ
た
「
芸
術
即
自
然
主
義
」
で
あ
る
。

こ
の
文
章
の
中
で
天
渓
は
、
「
吾
人
が
自
然
主
義
を
主
張
す
る
の

は
、
芸
術
の
上
で
あ
っ
て
、
実
際
上
の
人
生
に
就
い
て
之
れ
を
云
々

す
る
の
で
は
無
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
天
渓
は
、
「
或
る
解

決
を
与
へ
て
現
実
を
写
し
た
も
の
は
、
芸
術
の
範
囲
外
に
歩
を
出
し

た
も
の
で
あ
る
と
恩
ふ
」
と
、
自
然
主
義
だ
け
で
は
な
く
、
芸
術
全

体
を
無
解
決
の
描
写
と
い
う
主
張
の
下
に
厳
し
く
規
定
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
天
渓
の
主
張
に
お
い
て
は
、
「
芸
術
H
自
然
主
義
」
と
い

う
等
式
が
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
天
渓
の
発
言
を
整
理
し
て
み
る
。
彼
は
自
然
主
義
と

本
能
満
足
主
義
、
ど
の
混
同
に
よ
る
世
聞
か
ら
の
不
当
な
非
難
を
抑
え

る
た
め
、
ま
ず
自
然
主
義
を
芸
術
上
だ
け
の
主
張
で
あ
る
と
し
、
さ

ら
に
、
行
動
に
よ
る
解
決
で
は
な
く
無
解
決
の
態
度
を
取
る
こ
と
こ

そ
自
然
主
義
の
思
想
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
実
行
の
前
に
二
重

の
柵
を
設
け
て
い
る
。
繰
り
返
す
が
、
天
渓
の
自
然
主
義
理
論
で
は
、

芸
術
を
創
作
す
る
過
程
に
お
い
て
作
者
個
人
の
理
想
を
述
べ
た
り
現

実
に
解
釈
を
下
し
た
り
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

外
部
の
現
実
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
て
文
学
作
品
に
転
化
す
る
行
為
を

芸
術
と
し
て
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
必
要
な
前
提
で
あ
る
。
作
家

が
作
品
に
お
い
て
解
決
の
意
志
を
示
す
と
、
現
実
を
そ
の
ま
ま
再
現

し
よ
う
と
す
る
自
然
主
義
作
品
と
し
て
の
可
龍
性
は
根
本
か
ら
消
え

て
し
ま
う
と
天
渓
は
考
え
て
い
た
。
そ
の
点
が
実
は
天
渓
の
〈
現
実
〉

に
対
す
る
認
識
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
四
十
一
年
四
、
五
月
の
時
点
で
、
天
渓
は

〈
無
解
決
〉
の
論
理
を
繰
り
返
し
説
い
て
い
た
。
そ
し
て
、
自
然
主

義
は
人
生
に
お
け
る
実
行
上
の
主
義
で
は
な
い
と
、
は
っ
き
り
規
定

し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
本
能
満
足
主
義
と
の
差
異
を
弁
明
す
る
そ

の
最
も
大
き
な
原
因
は
、
同
時
代
状
況
に
あ
る
。
平
野
謙
な
ど
の
研

究
も
触
れ
た
よ
う
に
、
明
治
四
十
一
年
二
月
、
女
性
の
姦
通
を
描
い

た
生
田
葵
山
の
小
説
「
都
会
」
を
掲
載
し
た
「
文
醤
倶
楽
部
」
と
い

う
雑
誌
は
風
俗
壊
乱
と
い
う
理
由
で
発
売
禁
止
に
処
せ
ら
れ
た
。

葵
山
「
都
会
」
発
禁
事
件
は
、
当
時
、
「
自
然
主
義
の
公
判
」
と

い
う
見
出
し
で
新
聞
に
報
道
さ
れ
(
明
治
四
十
一
年
二
月
二
十
日
、

「
読
売
新
聞
」
)
、
裁
判
の
過
程
も
多
く
の
注
目
を
集
め
た
。
中
山

昭
彦
氏
「
小
説
『
都
会
』
裁
判
の
銀
河
系
」
(
『
近
代
小
説
の
「
語

り
」
と
「
言
説
」
』
平
成
八
年
六
月
、
有
精
堂
)
は
こ
の
発
禁
を
モ

デ
ル
問
題
と
捉
え
て
、
「
文
学
に
関
わ
る
道
徳
問
題
で
あ
り
な
が
ら
、
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一
方
で
は
モ
デ
ル
を
自
ら
暴
露
す
る
作
家
の
姿
勢
や
モ
デ
ル
を
使
っ

て
書
く
こ
と
自
体
の
当
否
が
問
わ
れ
、
他
方
で
は
描
写
ば
か
り
か
実

行
の
レ
ベ
ル
で
も
姦
通
や
性
犯
罪
の
流
行
が
憂
慮
さ
れ
る
と
い
う
形

で
別
個
に
論
じ
ら
れ
」
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
現
実
を
暴
露
し
よ
う

と
す
る
自
然
主
義
文
学
の
実
作
、
た
と
え
ば
花
袋
の
「
蒲
団
」
や
、

モ
デ
ル
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
藤
村
の
「
水
彩
画
家
」
や
「
並
木
」

な
ど
に
よ
っ
て

5
、
社
会
側
に
は
あ
た
か
も
ゴ
シ
ッ
プ
記
事
に
接

す
る
よ
う
な
期
待
が
高
ま
っ
て
い
た
。
中
山
氏
の
言
葉
を
借
り
る
と
、

「
自
然
派
H
肉
欲
と
い
っ
た
世
間
の
評
判
」
が
定
着
し
て
お
り
、
自

然
主
義
運
動
が
直
面
し
た
社
会
か
ら
の
道
徳
的
非
難
は
並
一
通
り
の

も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
そ
の
圧
力
は
、
「
都
会
」
発
禁
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、

作
品
の
内
容
や
モ
デ
ル
問
題
と
い
う
レ
ベ
ル
に
お
い
て
だ
け
で
は
な

か
っ
た
。
明
治
四
十
一
年
三
月
二
十
二
日
に
、
東
京
の
大
久
保
で
銭

湯
帰
り
の
女
性
が
殺
害
さ
れ
、
手
ぬ
ぐ
い
を
口
に
押
し
込
ま
れ
た
状

盤
で
発
見
さ
れ
た
。
強
姦
殺
人
の
容
疑
者
と
し
て
「
出
歯
の
亀
吉
」

こ
と
植
木
職
人
の
池
田
亀
太
郎
が
逮
捕
さ
れ
た
が
、
こ
の
事
件
は
発

覚
し
た
当
初
よ
り
紙
誌
で
報
道
さ
れ
、
注
目
を
集
め
た
。
金
子
明
雄

氏
「
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
死
「
自
然
主
義
」
と
死
を
め
ぐ
る
言
説
」

(
平
成
八
年
七
月
、
「
文
学
」
)
に
よ
れ
ば
、
こ
の
出
歯
亀
事
件
は
、

当
時
「
自
然
主
義
の
高
潮
」
と
い
う
見
出
し
で
報
道
さ
れ
た
煤
煙
事

件
(
明
治
四
十
一
年
三
月
二
十
五
日
、
「
東
京
朝
日
新
聞
」
)
と
も

結
ぼ
れ
て
、
社
会
に
は
「
〈
自
然
主
義
〉
は
す
る
も
の
、
実
行
す
る

も
の
に
他
な
ら
な
い
」
と
い
う
理
解
が
広
が
っ
た
と
い
う
。
森
鴎
外

「
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
」
(
明
治
四
十
二
年
七
月
、
「
ス
パ
ル
」
)

は
出
歯
亀
事
件
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、
こ
の
事
件
は
「
所
謂
自

然
主
義
と
聯
絡
を
附
け
ら
れ
る
。
出
歯
亀
主
義
と
い
ふ
自
然
主
義
の

別
名
が
出
来
る
。
出
歯
る
と
い
う
動
調
が
出
来
て
流
行
す
る
」
と
述

べ
て
い
る
主
も
ま
た
、
辻
潤
「
ふ
も
れ
す
く
」
に
も
「
自
然
主
義

が
出
歯
亀
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
た
」
と
い
う
よ
う
な
回
想
が
あ
る
E
。

『
日
本
圃
語
大
辞
典
』
(
第
二
版
、
二

O
O
一
年
九
月
、
小
学
館
)

の
「
で
ば
か
め
し
ゅ
ぎ
」
と
い
う
項
目
に
は
、
「
当
時
現
実
暴
露
を

旨
と
し
て
し
ば
し
ば
性
的
措
写
を
行
っ
た
自
然
主
義
に
対
し
て
掃
撒

的
に
使
わ
れ
た
語
」
と
い
う
意
味
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
自
然
主
義
の
指
導
者
と
し
て
の
天
漢
が
、
明
治
四

十
一
年
四
月
か
ら
自
然
主
義
は
芸
術
上
の
主
張
だ
と
い
う
弁
明
め
い

た
言
説
を
執
揃
に
繰
り
返
し
て
い
た
の
は
、
「
都
会
」
の
裁
判
、
出

歯
亀
事
件
、
あ
る
い
は
煤
煙
事
件
な
ど
に
よ
っ
て
、
自
然
主
義
に
対

す
る
誤
解
が
広
ま
っ
て
い
た
か
ら
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る。
さ
て
、
実
際
に
天
漢
は
ど
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
事
件
を
見
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
事
件
の
中
で
も
、
天
渓
は
特
に
「
都
会
」
の
裁
判
に

注
目
し
て
い
る
。
彼
が
編
集
を
担
当
し
た
「
太
陽
」
に
は
、
時
事
を

報
道
す
る
欄
が
あ
り
、
そ
の
中
に
文
芸
界
の
=
ュ

I
ス
も
掲
載
さ
れ
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て
い
る
。
こ
の
年
の
三
月
号
、
文
芸
界
の
報
道
の
見
出
し
は
ま
さ
に

「
発
売
禁
止
問
題
」
で
あ
り
、
葵
山
の
『
虚
栄
』
と
「
都
会
」
と
の

両
作
が
発
禁
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
そ

の
中
に
は
、
「
近
来
一
部
の
評
壇
に
は
、
肉
欲
文
学
、
春
情
文
学
等

の
文
字
使
用
せ
ら
れ
、
為
に
自
然
主
義
は
即
ち
淫
狼
文
学
な
り
と
の

誤
解
を
流
布
し
た
る
跡
あ
り
。
取
締
を
主
張
す
る
人
々
は
、
此
の
区

別
を
明
確
に
せ
ず
し
て
、
徒
に
自
然
主
義
を
攻
撃
す
る
も
の
〉
如
し
」

(
無
署
名
)
な
E
の
よ
う
に
、
自
然
主
義
者
の
弁
解
の
よ
う
に
も
恩

わ
れ
る
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
加
え
て
、
こ
の
三
月
号
で
は
、
天
漢

自
身
も
文
芸
時
評
の
欄
の
最
後
の
「
余
白
録
」
で
「
ま
た
も
や
発
売

禁
止
問
題
が
持
ち
上
が
っ
た
検
閲
官
諸
氏
も
、
厳
命
を
出
す
位
な
ら

ば
、
正
々
堂
々
と
論
陣
を
張
っ
て
貰
ひ
た
い
。
〔
中
略
)
教
育
家
や
、

倫
理
学
者
は
、
頻
り
に
自
然
主
義
を
攻
撃
す
る
が
、
何
時
も
空
漠
た

る
抽
象
論
ば
か
り
で
張
り
合
い
が
な
い
。
『
都
会
』
の
発
売
禁
止
は

実
に
好
問
題
で
あ
る
か
ら
、
此
の
際
之
れ
に
就
い
て
、
具
体
的
に
立

論
し
て
貰
ひ
た
い
も
の
だ
」
と
書
い
て
お
り
、
翌
月
か
ら
は
自
ら
立

論
し
て
社
会
か
ら
の
攻
撃
を
打
ち
返
し
て
い
く
。
無
解
決
の
論
理
を

練
り
返
し
説
い
て
い
た
外
的
要
因
は
こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
に
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

天
渓
に
や
や
遅
れ
て
、
同
じ
く
自
然
主
義
理
論
の
指
導
者
で
あ
る

島
村
抱
月
も
、
天
渓
に
同
調
し
た
意
見
を
出
し
て
い
る
。
談
話
筆
記

「
文
芸
上
の
自
然
主
義
」
{
明
治
四
十
一
年
五
月
、
「
教
育
時
論
」
)

が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
文
章
で
抱
月
は
は
じ
め
て
「
芸
術
と
実
行
」

問
題
に
つ
い
て
「
本
能
主
義
は
実
行
の
主
義
で
あ
る
が
、
自
然
主
義

は
文
芸
上
の
一
傾
向
で
、
こ
れ
は
実
行
と
直
接
の
関
係
を
有
っ
て
を

ら
ぬ
」
と
表
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
い
く
つ
か
の
論
を
経
て
、
抱
月

の
「
芸
術
と
実
行
」
論
は
、
「
芸
術
と
実
生
活
の
界
に
横
た
は
る
一

線
」
(
明
治
四
十
一
年
九
月
、
「
早
稲
田
文
学
」
)
に
結
実
し
て
い
く

の
で
あ
る

5
0

従
来
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
的
性
格
が
強
い
と
非
難
さ
れ
て
き
た
天

漢
で
あ
っ
た
が
、
時
事
に
目
を
配
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
ほ
か
の
自
然
主
義
者
よ
り
い
ち
早
く
こ
の
問
題
の
重
要

性
を
理
解
し
て
論
を
持
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
考
え
ら
れ

ス
woし
か
し
、
外
部
の
圧
力
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
弁
明
を
も
っ
て
「
芸

術
と
実
行
」
論
争
の
発
端
だ
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
天
漢
の
弁
明
と
抱
月
の
同
調
だ
け
で
は
論
争
に
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。
二
人
の
主
張
の
方
向
は
ほ
と
ん
ど
等
し
い
。
こ
の

問
題
が
論
争
へ
と
発
展
す
る
た
め
に
は
、
も
う
一
方
の
主
張
、
す
な

わ
ち
「
実
行
即
芸
術
」
の
立
場
を
と
る
人
物
が
い
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
れ
こ
そ
が
次
章
で
論
じ
る
岩
野
泡
鳴
で
あ
る
。
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右
に
も
引
用
し
た
今
井
氏
の
論
は
、
明
治
四
十
一
年
四
月
二
十
六

日
に
発
表
さ
れ
た
岩
野
泡
鳴
の
「
文
界
私
議
中
島
氏
の
「
自
然
主

義
の
理
論
的
根
拠
」
」
に
つ
い
て
、
「
つ
ぎ
に
続
く
長
谷
川
天
渓
・

島
村
抱
月
の
発
言
を
そ
れ
に
対
す
る
応
酬
と
読
む
こ
と
は
不
可
能
で

あ
」
る
と
い
う
理
由
で
、
「
泡
鳴
の
そ
れ
を
「
実
行
と
芸
術
」
論
争

の
発
端
と
呼
ぶ
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
説
い
て
い
る
。
し
か
し
、

本
当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
。
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
そ
の
文
章
は

中
島
徳
蔵
「
自
然
主
義
の
理
論
的
根
拠
」
(
明
治
四
十
一
年
四
月
一

目
、
「
中
央
公
論
」
)
に
対
し
て
弁
駁
し
た
も
の
で
あ
り
、
泡
鳴
自

身
の
「
新
自
然
主
義
」
の
論
理
を
述
べ
た
も
の
で
も
あ
る
。
加
え
て
、

天
渓
や
抱
月
に
対
し
て
も
泡
鳴
は
文
末
で
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い

九》。

僕
等
の
新
自
然
主
義
は
人
生
観
で
あ
り
、
同
時
に
ま
た
芸
術
観

で
も
あ
り
、
人
生
と
芸
術
と
に
何
等
の
区
別
を
置
か
な
い
程
切

実
で
あ
る
べ
き
筈
だ
が
、
花
袋
氏
を
初
め
、
天
渓
氏
も
抱
月
氏

も
た
だ
区
別
さ
れ
た
芸
術
の
範
囲
で
之
を
考
へ
て
ゐ
る
ら
し

し
こ
こ
か
ら
は
自
然
主
義
が
文
学
上
の
主
張
だ
と
述
べ
た
天
渓
や
抱

月
と
は
異
な
っ
た
姿
勢
を
見
せ
る
泡
鳴
の
意
欲
が
読
み
取
れ
な
く
も

な
い
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
だ
け
で
は
論
争
の
発
端
と
は
言
い
が
た
い
。

む
し
ろ
、
こ
の
後
の
展
開
に
こ
そ
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
天
漢
の

「
芸
術
即
自
然
主
義
」
{
四
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日
)
が
発
表
さ

れ
た
次
の
週
に
、
同
じ
く
「
東
京
二
六
新
聞
」
の
「
時
代
文
芸
」
欄

に
、
泡
鳴
は
「
剃
那
主
義
と
生
慾
」
(
五
月
一
日
・
二
日
)
を
寄
せ

た
。
泡
鳴
は
天
渓
や
抱
月
と
同
じ
よ
う
に
、
無
理
想
無
解
決
を
立
脚

地
に
し
て
い
る
が
、
天
渓
や
抱
月
の
芸
術
は
「
人
生
の
一
部
、
ま
た

は
人
生
と
区
別
し
た
物
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
最
近
時
代
の
真
の
要

求
す
る
も
の
で
あ
ら
う
か
?
」
と
反
問
し
た
。
そ
し
て
、
彼
の
「
新

自
然
主
義
と
い
ふ
剰
那
主
義
に
は
、
区
別
さ
れ
た
芸
術
は
な
い
。
た

y
こ
の
人
生
観

|
I無
解
決
、
無
理
想
の
主
義
ー
ー
を
以
っ
て
芸
術

に
実
行
す
れ
ば
、
そ
こ
に
自
己
が
芸
術
と
し
て
生
き
て
居
る
の
で
あ

る
」
と
言
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
泡
鳴
は
明
確
に
芸
術
を
人
生
と

同
じ
レ
ベ
ル
の
も
の
だ
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
続
い
て
、

泡
鳴
は
五
月
三
日
の
「
読
売
新
聞
」
に
「
文
界
私
議
早
稲
田
文
学

の
詩
論
」
を
発
表
す
る
が
、
そ
の
最
後
に
「
雑
言
」
を
付
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
再
び
、
天
渓
の
「
芸
術
即
自
然
主
義
」
と
「
自
然
主
義
と

本
能
主
義
と
の
別
」
で
の
、
文
芸
の
材
料
に
は
価
値
の
優
劣
が
な
い

と
い
う
主
張
を
、
「
消
極
的
態
度
」
、
「
欧
州
の
旧
自
然
主
義
と
同
一

の
行
き
方
に
過
ぎ
な
い
」
と
非
難
し
て
い
る
。

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
日
の
「
読
売
新
聞
」
の
「
日
曜
附
録
」
に

は
、
抱
月
や
天
渓
へ
の
批
判
を
述
べ
た
泡
鳴
の
上
述
の
論
文
を
載
せ

た
だ
け
で
は
な
く
、
天
渓
の
「
我
観
雑
景
」
と
い
う
論
文
を
も
掲
載

し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
天
渓
は
そ
の
中
で
、
泡
鳴
が
「
文
界

私
議
中
島
氏
の
「
自
然
主
義
の
理
論
的
根
拠
」
」
で
提
出
し
た
「
花
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袋
氏
を
初
め
、
天
漢
氏
も
抱
月
氏
も
た
だ
区
別
さ
れ
た
芸
術
の
範
囲

で
之
を
考
へ
て
ゐ
る
ら
し
い
。
」
と
い
う
疑
問
を
引
用
し
て
、
や
は

り
彼
の
無
解
決
理
論
を
自
分
の
答
え
と
し
て
持
ち
出
し
て
い
る
。
さ

ら
に
天
渓
は
泡
鳴
の
主
張
を
解
決
の
文
学
だ
と
し
、
文
末
で
泡
鳴
に

「
明
白
な
説
明
を
聞
か
む
と
欲
す
」
と
詳
し
い
説
明
を
要
求
し
た
。

最
後
に
付
さ
れ
た
日
付
は
四
月
二
十
八
日
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
天

渓
は
泡
鳴
の
二
十
六
日
に
発
表
し
た
文
章
を
読
ん
で
か
ら
す
ぐ
批
判

の
筆
を
取
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

泡
鳴
は
ま
た
、
五
月
十
日
の
「
読
売
新
聞
」
に
「
霊
肉
合
致
の
事

実
」
を
発
表
す
る
。
こ
こ
で
は
主
に
「
自
然
主
義
の
価
値
」
(
明
治

四
十
一
年
五
月
、
「
早
稲
田
文
学
」
)
で
抱
月
が
提
出
し
た
「
芸
術

の
為
め
の
芸
術
」
と
い
う
説
に
批
判
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
、
抱
月

批
判
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
泡
鳴
は
天
渓
の
無
解
決
の
論
理
に
対
し

て
も
、
そ
れ
を
消
極
的
な
態
度
だ
と
非
難
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
五
月
十
七
日
の
「
読
売
新
聞
」
の
日
曜
付
録
に
、
天
漢

は
「
霊
肉
合
致
の
意
義
如
何
」
を
発
表
し
、
泡
鳴
の
諭
に
対
し
て
疑

問
を
提
示
し
た
。
二
十
四
日
に
は
泡
鳴
は
そ
の
反
論
の
形
と
し
て
「
肉

霊
合
致

l
自
我
独
存
{
長
谷
川
天
漢
氏
に
答
ふ
)
」
を
発
表
す
る
。

三
十
一
日
、
再
び
天
渓
は
「
自
我
の
範
囲
(
岩
野
泡
鳴
君
に
与
ふ
)
」

を
発
表
し
て
、
翌
々
週
の
六
月
十
四
日
に
は
泡
鳴
が
同
じ
欄
で
答
弁

し
た
。
こ
の
よ
う
に
短
い
期
聞
に
す
ぎ
な
い
が
、
「
読
売
新
聞
」
の

文
芸
欄
で
、
天
渓
と
泡
鳴
と
の
聞
に
お
い
て
、
「
芸
術
と
実
行
」
間

題
を
め
ぐ
る
論
争
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
十
七
日
以
降
の
具
体
的
な
内
容
を
も
詳
し
く
検
討
し
て
お

こ・ヲ。天
渓
は
「
霊
肉
合
致
の
意
義
如
何
」
で
、
異
論
を
立
て
る
前
に
、

在
来
の
宗
教
や
道
徳
を
破
壊
す
る
と
い
う
点
で
は
、
自
身
の
論
と
泡

鳴
の
論
と
の
聞
に
差
は
な
い
と
言
明
す
る
。
次
に
、
泡
鳴
の
剃
那
的

自
己
存
立
の
主
張
を
「
普
遍
的
の
自
我
で
は
な
く
、
刻
一
刻
の
自
我

の
現
れ
た
の
が
人
生
で
あ
る
」
と
解
釈
し
て
い
る
か
ら
、
「
君
自
身

も
無
解
決
の
態
度
を
守
る
も
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

天
渓
は
こ
の
二
点
を
確
認
し
て
、
自
然
主
義
理
論
で
最
も
肝
要
な
こ

と
は
、
「
乱
臣
協
の
現
実
を
承
認
す
る
と
同
時
に
、
乱
臣
。
高
官
官
官

の
人
生
を
説
か
ぬ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
「
僕
の
説
に
対
し

て
敢
て
反
対
の
態
度
を
取
る
必
要
は
あ
る
ま
い
と
恩
ふ
」
と
述
べ
て

い
る
。
さ
ら
に
泡
鳴
の
思
想
に
二
つ
の
疑
問
を
示
す
。
一
つ
目
は
泡

鳴
の
主
張
で
は
客
体
の
存
在
が
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
二

つ
目
は
、
無
解
決
の
態
度
で
は
実
際
の
生
存
が
困
難
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
天
渓
の
こ
の
反
論
を
目
に
し
て
、
泡
鳴
は
天
渓
が
人
生
か
ら
区
別

さ
れ
た
芸
術
主
張
者
で
あ
る
こ
と
を
さ
ら
に
確
信
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
に
反
対
し
て
、
二
十
四
日
の
「
肉
重
合
致

l
自
我
独
存
(
長
谷

川
天
漢
氏
に
容
ふ
)
」
で
、
泡
鳴
は
「
芸
術
上
の
無
解
決
は
芸
術
家

の
無
解
決
で
あ
り
、
芸
術
家
の
無
理
組
は
人
生
の
無
理
想
で
あ
ら
ね
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ば
な
ら
な
い
」
と
説
い
た
。
つ
ま
り
、
「
実
際
問
題
に
対
し
て
無
解

決
態
度
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
人
の
芸
術
に
対
す
る
無
解
決
態
度
は
密

接
な
物
で
は
な
い
、
捺
ら
へ
た
物
」
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
無
解
決

は
実
際
の
生
存
の
態
度
で
、
そ
れ
が
肉
霊
合
致
の
状
態
で
も
あ
る
ロ

さ
ら
に
「
芸
術
の
本
志
は
、
帰
す
と
こ
ろ
、
自
己
描
写
」
で
あ
る
た

め
、
客
体
を
描
写
す
る
の
は
ま
た
悼
耐
え
物
に
な
る
。
完
全
に
自
己
独

存
を
信
じ
る
泡
鳴
に
と
っ
て
は
、
客
観
の
追
求
は
論
外
だ
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
泡
鳴
は
天
渓
の
質
疑
に
反
駁
し
た
と

同
時
に
、
天
渓
の
理
論
を
「
い
つ
ま
で
も
説
明
を
与
へ
な
い
『
現
実
』

と
か
、
『
あ
り
の
ま
〉
』
と
か
を
繰
り
返
し
て
ゐ
て
も
仕
様
が
な
い

で
は
な
い
か
?
」
と
掃
捕
し
た
。

天
渓
は
、
五
月
三
十
一
日
の
「
自
我
の
範
囲
〔
岩
野
泡
鳴
君
に
与

ふ
)
」
で
、
泡
鳴
が
説
い
た
「
寧
ろ
芸
術
を
去
っ
て
軍
人
と
な
り
、

政
治
家
と
な
り
、
豊
太
聞
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
様
な
無
解
決
的
人
生
を

無
解
決
に
生
活
し
た
方
が
い
、
ご
と
い
う
庶
に
対
し
て
、
「
生
活
問

題
に
接
す
れ
ば
、
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
言
ふ
標
準
を
立
て
、
之

れ
を
以
っ
て
解
決
を
下
ろ
し
つ
〉
生
を
継
続
し
て
ゐ
る
」
と
説
い
て

い
る
。
実
際
の
解
決
で
は
満
足
で
き
な
い
人
は
、
「
消
極
的
、
受
動

的
、
静
止
的
、
傍
観
的
」
な
態
度
を
取
り
、
そ
れ
は
芸
術
家
が
芸
術

を
作
成
す
る
態
度
と
同
一
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
こ

で
、
自
然
主
義
を
実
際
の
人
生
に
実
行
す
る
な
ら
ど
う
な
る
か
と
い

う
設
聞
に
対
し
て
、
天
渓
は
「
無
解
決
と
解
決
」
で
の
「
禅
僧
又
は

老
荘
派
」
に
な
る
と
い
う
答
え
か
ら
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、
実
際
の

人
生
に
お
い
て
無
解
決
の
態
度
で
生
き
る
場
合
は
、
芸
術
活
動
に
従

事
す
る
し
か
な
い
と
い
う
結
論
を
改
め
て
明
示
し
た
。
そ
し
て
、
泡

鳴
の
自
己
独
存
の
理
論
は
「
純
主
観
論
を
立
て
た
も
の
」
で
あ
る
が
、

無
解
決
を
主
張
す
る
な
ら
、
「
非
我
の
存
在
を
否
定
し
得
」
な
い
と

非
難
し
、
そ
の
純
主
観
主
義
を
拒
絶
し
た
。
文
末
に
天
漢
は
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。
君
の
誤
解
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
は
、
君
が
主
観
客
観
の

交
渉
問
題
を
顧
み
ず
、
ま
た
人
生
の
観
察
者
た
る
と
、
実
際
に

生
活
す
る
場
合
、
此
両
態
度
、
即
ち
現
実
を
無
解
決
的
に
観
察

す
る
と
、
現
実
の
一
部
と
し
て
生
命
を
維
持
せ
む
と
す
る
態
度

と
同
一
視
し
た
か
ら
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

六
月
十
四
日
の
同
紙
上
の
「
文
界
私
議

2
M」
に
、
泡
鳴
は
自
ら

の
立
場
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
同
じ
主
張
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
そ

し
て
主
観
客
観
の
問
題
に
対
し
て
、
客
観
を
想
定
す
る
の
は
一
種
の

偽
善
に
す
ぎ
な
い
と
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
宣
言
し
て
い
る
。

僕
は
飽
く
ま
で
も
自
然
主
義
を
主
観
的
に
つ
ツ
込
ん
で
行
く

と
こ
ろ
に
、
わ
が
国
の
、
や
が
て
世
界
の
、
新
文
芸
と
な
る
べ

き
物
が
出
来
る
の
だ
と
信
じ
て
ゐ
る
。
芸
術
家
が
天
渓
氏
等
の

所
謂
『
人
生
の
観
察
者
』
た
る
地
位
よ
り
進
ん
で
、
僕
の
所
謂

『
実
行
者
』
た
る
べ
き
時
代
が
到
着
し
た
の
で
あ
る
。

天
渓
は
「
自
我
の
範
囲
(
岩
野
泡
鳴
君
に
与
ふ
)
」
の
最
後
で
、
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客
観
の
存
在
に
つ
い
て
泡
鳴
を
問
い
詰
め
た
が
、
泡
鳴
は
「
非
我
な

る
客
観
」
が
実
存
物
で
は
な
い
と
簡
単
に
そ
の
攻
撃
を
か
わ
し
た
。

飽
田
秋
江
に
二
階
で
騒
い
で
い
る
と
冷
や
か
さ
れ
る
ミ
】
こ
の
「
芸

術
と
実
行
」
論
争
は
、
天
渓
が
「
さ
ら
ば
議
論
の
必
要
も
な
い
」
と

言
い
、
続
き
の
反
論
の
発
表
を
控
え
た
こ
と
で
収
束
に
向
か
う
こ
と

に
な
っ
た
。

四

前
章
ま
で
は
、
時
聞
の
流
れ
に
沿
っ
て
「
芸
術
と
実
行
」
と
い
う

問
題
を
め
ぐ
る
天
渓
と
泡
鳴
の
発
言
、
両
者
の
応
酬
を
見
て
き
た
。

確
か
に
天
渓
が
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
最
も
重
要
な
外
因
は
、
「
都

会
」
の
発
禁
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
社
会
的
事
件
で
あ
る
。
社
会

か
ら
の
誤
解
が
強
く
な
っ
た
た
め
、
自
然
主
義
と
本
能
満
足
主
義
と

の
差
異
を
弁
明
せ
ざ
る
を
得
な
い
天
渓
の
発
言
は
、
自
ら
の
「
芸
術

と
実
行
」
論
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
泡
鳴
の
反
論
を
も
引
き
起
こ

し
た
。
芸
術
と
実
行
と
の
関
係
と
い
う
争
点
か
ら
、
天
渓
と
泡
鳴
と

の
論
争
が
始
ま
り
、
そ
し
て
、
二
人
の
自
然
主
義
理
論
が
決
裂
し
た
。

こ
れ
は
「
芸
術
と
実
行
」
論
争
の
過
程
を
論
じ
る
際
に
は
無
視
で
き

な
い
事
実
で
あ
る
。

で
は
、
泡
鴫
は
な
ぜ
天
渓
の
主
張
に
対
し
て
異
論
を
立
て
た
の
か
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
お
き
た
い
。
泡
鳴
が
新
自
然
主

義
を
鼓
吹
す
る
の
は
、
『
神
秘
的
半
獣
主
義
』
(
明
治
三
十
九
年
六

月
、
左
久
良
書
房
、
後
『
半
獣
主
義
』
に
改
題
)
が
刊
行
さ
れ
て
以

来
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
四
十
一
年
九
月
ま
で
の
聞
に
新
聞
雑
誌
に
発

表
し
た
評
論
を
集
め
た
第
二
の
評
論
集
『
新
自
然
主
義
』
(
明
治
四

十
一
年
十
月
、
日
高
有
倫
堂
)
の
巻
頭
に
は
、
「
か
の
「
半
獣
主
義
」

の
続
編
と
見
て
も
い
い
。
た
だ
前
著
か
ら
神
秘
的
な
口
述
は
取
り
去

っ
て
し
ま
ひ
た
い
の
で
あ
る
こ
と
だ
け
を
断
っ
て
置
く
」
と
い
う
記

述
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
泡
鳴
の
自
然
主
義
論
は
、
晦
渋
な
半
獣
主

義
を
敷
街
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
【
一
二
も
「
芸
術
と
実
行
」

問
題
に
直
面
す
る
際
に
も
、
半
獣
主
義
以
来
の
恩
相
を
以
て
立
論
し

て
い
た
。
明
治
三
十
九
年
九
月
に
「
早
稲
田
文
学
」
に
発
表
し
た
「
メ

レ
ジ
コ
ウ
ス
キ
の
ト
ル
ス
ト
イ
論
を
読
む
」
に
お
い
て
、
泡
鳴
は
す

で
に
「
久
遣
の
生
命
は
苦
痛
で
、
最
も
個
人
的
の
も
の
で
あ
る
。
宗

教
又
は
哲
学
に
組
織
す
る
余
地
を
許
さ
な
い
」
か
ら
、
「
僕
は
『
芸

術
の
為
め
の
芸
術
』
主
義
を
採
用
し
な
い
。
半
獣
主
義
か
ら
出
る
自

然
主
義
は
、
一
言
で
言
へ
ば
、
悲
痛
の
霊
を
体
現
す
れ
ば
い
〉
の
だ
」

と
述
べ
て
い
る
。
早
く
も
天
漢
や
抱
月
の
自
然
主
義
理
論
と
違
っ
た

方
向
が
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
じ
自
然
主
義
評
論
家
の
肩
書
き
を
持
っ
た
天
漢
と
抱
月
と
の
一
一

人
に
対
し
て
、
泡
鳴
は
最
初
か
ら
違
う
一
態
度
を
示
し
て
い
た
。
泡
鳴

は
次
の
引
用
の
よ
う
に
、
そ
の
頃
か
ら
し
ば
し
ば
抱
月
の
理
論
を
攻

撃
し
て
い
た
。
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そ
の
新
自
然
主
義
(
稿
者
註
|
抱
月
の
自
然
主
義
)
は
、
坪
内

博
士
の
昔
の
没
理
想
論
も
同
じ
こ
と
に
な
っ
て
、
神
や
運
命
や

自
然
を
何
と
な
く
外
延
的
存
在
物
で
g
も
あ
る
か
の
様
に
見
て

居
た
ク
ラ
シ
ク
思
想
が
半
ば
勢
力
を
振
ふ
こ
と
に
な
る
だ
ら

う
。
(
「
早
稲
田
文
学
並
に
時
事
新
報
の
記
者
に
答
ふ
」
明
治

四
十
年
六
月
九
日
、
「
読
売
新
聞
」
)

極
旧
式
の
古
典
派
的
見
解
で
あ
る
。
(
中
略
)
僕
等
は
、
抱
月

氏
に
従
っ
て
、
自
己
を
没
却
し
て
再
び
之
を
大
き
く
し
て
捉
へ

る
と
い
ふ
様
な
、
都
合
の
い
〉
行
き
方
が
出
来
る
も
の
だ
と
は

恩
は
な
い
。
{
「
諸
評
家
の
自
然
主
義
を
評
す
」
明
治
四
十
年

十
月
十
三
日
、
「
読
売
新
聞
」
)

実
は
泡
鳴
は
、
天
渓
の
こ
と
を
「
立
派
な
評
論
家
だ
」
(
「
諸
評

家
の
自
然
主
義
を
評
す
」
)
と
評
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
彼
の
評
論
に
賛
同
の
意
を
表
す
こ
と
も
多
か
っ
た
。
だ
が
、

や
は
り
天
渓
が
自
然
主
義
を
文
芸
上
の
主
義
に
規
定
し
た
時
点
か

ら
、
泡
鳴
は
批
判
の
矛
先
を
天
渓
に
向
け
始
め
た
こ
と
は
、
こ
こ
ま

で
に
論
じ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
芸
術
と
実

行
」
問
題
に
対
し
て
、
泡
鳴
は
世
の
中
に
現
存
す
る
抽
象
的
解
決
、

即
ち
理
想
を
拒
否
し
て
、
剃
那
剃
那
に
お
け
る
個
人
の
肉
霊
の
感
覚

を
唯
一
の
信
頼
で
き
る
も
の
だ
と
見
て
い
る
。
そ
の
感
覚
に
よ
っ
て
、

人
生
の
全
体
が
現
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
り
、
か
く
し
て
、
人
生
が
充

実
し
、
宗
教
も
哲
学
も
無
用
に
な
る
と
同
時
に
、
利
那
主
義
を
体
現

す
る
芸
術
が
肉
重
合
致
の
人
生
の
全
部
に
な
る
と
泡
鳴
は
主
張
し
て

い
る
。
「
わ
が
国
に
発
展
し
よ
う
と
す
る
芸
術
上
の
自
然
主
義
|
|

布
も
新
時
代
の
要
求
を
満
た
す
に
足
る
も
の
と
し
て
ー
ー
は
寧
ろ
実

際
問
題
乃
ち
、
人
生
観
と
は
分
離
す
可
か
ら
ざ
る
も
の
、
否
、
同
一

物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
「
剃
那
主
義
と
生
慾
」
)
と
言
っ
た
泡

鳴
が
、
芸
術
を
実
行
の
行
動
か
ら
分
離
さ
せ
た
天
漢
を
批
判
し
始
め

た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
都
会
」
発
禁
を
き
っ
か
け
に
天
渓
は
あ
え
て
自
分
の
「
芸
術
と

実
行
」
論
を
提
示
し
た
。
彼
の
論
点
を
批
判
し
た
泡
鳴
は
、
発
禁
問

題
に
無
関
心
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
も
天
渓
と
ほ
ぼ
同
じ
立

場
に
立
っ
て
こ
の
間
題
を
論
じ
て
い
る
。
「
文
界
私
議
新
聞
記
者

並
に
法
律
家
に
注
意
す
」
(
明
治
四
十
一
年
七
月
十
九
日
、
「
読
売

新
聞
」
)
で
泡
鳴
は
、
法
律
家
は
自
然
主
義
の
真
の
内
容
を
知
ら
ず

「
都
会
」
の
文
学
価
値
を
判
断
す
る
知
識
も
な
か
っ
た
こ
と
と
、
新

聞
記
者
は
そ
れ
を
糾
弾
す
る
勇
気
が
な
か
っ
た
こ
と
を
強
く
批
判
し

た
。
一
方
、
天
漢
も
ま
た
六
月
の
「
太
陽
」
に
お
い
て
、
文
芸
審
査

院
の
設
立
の
必
要
性
を
説
き
(
「
現
実
主
義
の
諸
相
」
)
、
さ
ら
に
十

一
月
に
も
同
誌
に
再
び
文
芸
取
締
り
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
同
じ
主

張
を
述
べ
て
い
る
(
「
文
芸
の
取
締
に
就
い
て
」
)
。
そ
れ
に
続
い
て

泡
鳴
は
「
文
芸
取
締
問
題
と
自
然
主
義
」
(
明
治
四
十
一
年
十
一
月

十
五
日
、
「
読
売
新
聞
」
)
を
発
表
し
、
天
渓
の
意
見
に
賛
同
を
示

し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
論
文
で
天
渓
と
泡
鳴
は
、
政
府
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に
対
し
、
基
準
を
制
定
す
る
部
局
の
設
立
を
要
求
し
た
だ
け
で
あ
っ

た。
つ
ま
り
、
論
争
の
内
容
と
な
っ
た
の
は
、
文
芸
へ
の
政
府
の
厳
し

い
規
制
を
め
ぐ
っ
た
議
論
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
争
点
は
あ
く

ま
で
も
自
然
主
義
の
主
張
に
あ
る
。
こ
の
時
期
の
天
渓
の
発
言
に
対

し
て
、
稲
垣
達
郎
氏
は
「
あ
き
ら
か
に
、
人
生
の
真
実
追
求
の
態
度

な
り
、
方
法
な
り
と
て
考
え
を
進
め
て
き
な
が
ら
、
そ
の
途
上
で
、

そ
れ
を
文
芸
の
世
界
だ
け
に
限
定
し
て
ゆ
く
と
い
う
、
一
種
の
す
り

か
え
的
後
退
を
し
て
し
ま
っ
た
2

三
】
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、

前
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
議
題
に
向
か
っ
て
、
天
渓
は
自
ら

の
〈
無
解
決
〉
の
論
理
を
も
っ
て
論
陣
を
張
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
論
理
は
、
前
も
少
し
触
れ
た
よ
う
に
天
渓
の
〈
現
実
〉
に
根
ざ

し
た
も
の
で
、
「
都
会
」
発
禁
問
題
に
触
発
さ
れ
て
急
に
提
出
し
た

も
の
で
は
な
か
っ
た
。

吾
人
は
寧
ろ
無
解
決
を
悦
ぶ
。
現
実
を
露
出
だ
に
す
れ
ば
そ

れ
に
足
れ
り
と
す
。
吾
れ
等
の
見
る
所
を
以
っ
て
す
る
に
、
現

実
は
コ
ス
モ
ス
に
あ
ら
ず
し
て
、
ケ
オ
ス
な
り
。
こ
の
ケ
オ
ス

の
裡
に
在
り
て
解
決
を
求
め
む
と
す
、
抑
も
小
主
観
の
能
は
ざ

る
所
な
り
。
た
だ
そ
れ
吾
人
の
観
た
る
現
実
を
開
属
す
れ
ば
、

こ
れ
即
ち
新
意
義
に
し
て
吾
人
の
理
智
の
慾
よ
り
見
れ
ば
、
こ

れ
を
称
し
て
無
解
決
と
い
ふ
べ
き
な
り
。

こ
れ
は
天
渓
の
「
再
び
自
然
主
義
の
立
脚
地
に
就
て
」
(
明
治
四

十
年
十
二
月
、
「
太
陽
」
)
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
「
破
理
顕
実
」
と

い
う
天
渓
が
打
ち
出
し
た
こ
の
日
本
自
然
主
義
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

従
来
の
理
想
を
破
壊
し
て
、
実
在
す
る
現
実
を
再
現
す
る
こ
と
を
指

し
て
い
る
。
そ
の
「
顕
実
」
の
方
法
と
し
て
、
〈
無
解
決
〉
は
最
も

根
本
的
な
主
張
で
あ
る
。
自
然
主
義
者
と
し
て
の
彼
が
主
張
し
た
〈
現

実
〉
は
従
来
、
太
田
E
雄
(
木
下
杢
太
郎
)
を
は
じ
め
と
す
る
論
者

に
し
ば
し
ば
厳
し
く
非
難
さ
れ
て
い
る
三
臨
も
し
か
し
、
天
渓
が
唱

え
た
現
実
そ
の
も
の
は
、
一
つ
の
理
念
で
あ
る
。
現
実
は
、
科
学
を

含
む
従
来
の
理
想
が
「
幻
像
」
と
し
て
す
べ
て
破
棄
さ
れ
て
も
な
お

残
存
し
て
い
る
司
も
の
だ
と
、
天
渓
は
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
現
実

は
残
存
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
唯
一
意
味
の
あ
る
、
も

の
だ
と
見
な
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
在
来
の
価
値
判
断
を
す
べ

て
放
棄
し
て
、
唯
一
信
頼
で
き
る
価
値
の
根
本
と
な
り
う
る
現
実
そ

の
も
の
に
回
帰
せ
よ
と
い
う
天
渓
の
主
張
の
核
心
に
あ
る
の
で
あ
る

2

主
こ
の
よ
う
に
し
て
、
事
実
を
意
味
す
る
現
実
を
芸
術
に
す
る

過
程
に
お
い
て
、
現
実
を
「
有
り
の
偉
」
の
状
頓
に
維
持
す
る
た
め

に
、
〈
無
解
決
〉
は
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
条
件
な
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
真
実
を
描
く
た
め
の
無
飾
芸
術
の
要
求
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
つ

ま
り
、
こ
の
無
解
決
は
あ
く
ま
で
も
芸
術
作
品
を
作
る
際
の
方
法
と

し
て
唱
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
人
生
の
レ
ベ
ル
で
唱
え
ら

れ
る
、
も
の
で
は
な
い
。
「
芸
術
と
実
行
」
問
題
に
対
す
る
天
漢
の
発

言
の
中
軸
を
な
し
た
〈
無
解
決
〉
と
い
う
論
理
は
、
明
治
四
十
年
十
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一
一
月
の
こ
の
「
再
び
自
然
主
義
の
立
脚
地
に
就
て
」
ま
で
遡
行
で
き

そ
う
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
天
漢
は
、
「
芸
術
と
実
行
」
と
い

う
問
題
に
対
し
て
、
自
然
主
義
者
に
な
っ
て
か
ら
一
貫
し
た
主
張
で

論
陣
を
張
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
泡
鳴
も
、
「
半
獣
主
義
」
を
基
調
と
し
た
新
自
然
主
義
の

思
想
を
も
っ
て
天
漢
に
反
論
を
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。
最
初
の
評
論

集
『
神
秘
的
半
獣
主
義
』
に
お
い
て
、
人
面
馬
体
の
動
物
、
半
獣
主

義
の
神
体
で
あ
る
ケ
ン
タ
ウ
ロ
ス
が
象
徴
し
た
一
元
主
請
を
信
仰
す

る
泡
鳴
は
「
こ
の
霊
獣
の
主
義
は
生
命
で
あ
る
、
ま
た
そ
の
生
命
は

直
ち
に
実
行
で
あ
る
」
と
説
い
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
泡
鳴
の
「
芸
術

即
実
行
」
と
い
う
立
場
は
明
治
三
十
九
年
頃
す
で
に
固
定
し
た
と
い

う
見
方
も
あ
る
2
5
0

こ
の
よ
う
に
、
「
芸
術
と
実
行
」
論
争
に
お

い
て
彼
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
面
的
な
論
理
に
基
づ
い
て
、
既
に
抱

い
て
い
た
自
ら
の
論
を
敷
街
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
く
自

然
主
義
の
旗
を
振
っ
て
い
な
が
ら
も
、
二
人
の
主
張
に
は
相
違
が
あ

っ
た
。
そ
し
て
そ
の
違
い
が
、
「
芸
術
と
実
行
」
問
題
に
よ
っ
て
顕

在
化
し
た
の
で
あ
る
。
天
渓
と
泡
鳴
と
の
こ
の
よ
う
な
応
酬
は
、
従

来
の
「
芸
術
と
実
行
」
研
究
で
は
無
視
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で

論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
自
然
主
義
の
実
相
を
理
解
す
る
上
で

重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

五

で
は
、
本
稿
の
最
後
に
「
芸
術
と
実
行
」
問
題
を
め
ぐ
っ
て
天
渓

と
泡
鳴
と
の
主
張
の
違
い
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の

論
争
が
二
人
の
自
然
主
義
思
想
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る

の
か
を
考
え
た
い
。

天
渓
の
自
然
主
義
主
張
に
は
現
実
へ
の
強
い
意
欲
が
あ
っ
た
。
芸

術
即
人
生
と
言
い
張
っ
た
泡
鳴
に
対
し
て
、
天
渓
は
、
自
身
の
主
張

が
芸
術
を
人
生
か
ら
離
れ
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う

立
場
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
論
争
の
中
で
天
渓
は
、
区
別
さ
れ
た

芸
術
と
い
う
泡
鳴
の
批
判
を
ど
う
し
て
も
認
め
な
か
っ
た
。
彼
の
無

解
決
は
、
現
実
の
再
現
を
図
る
方
法
で
あ
る
か
ら
、
文
芸
を
限
り
な

く
現
実
の
人
生
に
近
づ
け
る
努
力
が
そ
の
根
底
に
あ
る
。
そ
し
て
「
俗

に
客
観
視
さ
れ
る
物
、
乃
ち
、
非
我
と
恩
は
れ
る
物
の
真
偽
、
善
悪
、

美
醜
等
は
そ
の
ま
与
で
自
我
を
組
織
す
る
部
分
的
材
料
に
過
ぎ
な
い

の
だ
」
(
「
肉
重
合
致
|
自
我
独
存
(
長
谷
川
天
渓
氏
に
答
ふ
)
」
)

と
主
張
し
た
泡
鳴
に
対
し
て
、
天
渓
は
主
観
の
重
要
性
を
認
め
な
が

ら
も
、
客
観
の
存
在
を
も
無
解
決
の
態
度
の
も
と
で
認
め
て
い
る
。

そ
れ
は
芸
術
の
範
囲
を
広
げ
る
意
志
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
自
身
の

自
然
主
義
の
芸
術
観
を
全
う
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
実
際
の
作
品
の

誕
生
を
侠
っ
て
、
「
幻
滅
時
代
」
の
新
し
い
方
向
が
見
え
て
く
る
と

天
渓
は
信
じ
て
い
る

2
2

そ
れ
に
反
し
て
、
泡
鳴
は
当
初
か
ら
個
人
の
生
き
方
を
要
求
し
、
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そ
の
生
活
態
度
が
芸
術
に
な
る
可
能
性
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
て
い

る
。
確
か
に
、
吉
田
精
一
が
泡
鳴
の
「
思
想
は
自
然
主
義
評
論
家
の

中
で
最
も
天
漢
に
近
い
や
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
ま
た
違
ふ
点
も
あ

る
2
5
」
と
指
摘
し
た
よ
う
に
、
従
来
の
理
想
、
道
徳
、
な
い
し
は

文
芸
の
流
派
を
す
べ
て
拒
絶
す
る
と
い
う
出
発
点
に
お
い
て
は
、
二

人
は
同
じ
で
あ
る
が
、
文
芸
上
の
無
解
決
か
実
行
上
の
無
解
決
か
と

い
う
と
こ
ろ
で
主
張
が
分
か
れ
る
。
そ
し
て
自
然
主
義
の
理
論
と
し

て
は
、
抱
月
の
支
持
も
あ
っ
て
天
渓
の
論
が
正
統
な
位
置
を
得
て
お

り
、
芸
術
、
ど
実
行
と
は
別
な
問
題
だ
と
い
う
考
え
方
が
自
然
主
義
の

主
流
的
主
張
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
。
こ
の
「
芸
術
と
実
行
」
問

題
を
樗
牛
の
「
美
的
生
活
論
」
を
継
承
し
た
課
題
と
し
て
理
解
し
た

林
原
純
生
氏
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
自
然
主
義
評
論
家
は
コ
芸
術

と
実
行
」
の
問
題
を
自
己
の
課
題
と
し
て
負
い
」
、
本
能
主
請
の
「
一

元
化
へ
の
誘
惑
に
抗
し
な
が
ら
、
芸
術
主
体
の
修
養
的
、
精
神
的
な

確
立
と
い
う
形
で
「
実
行
」
の
牽
引
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
し
た
2
4
6
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
自
然
主
義
作
家
の
中
で
独
特
な
存
在

と
目
さ
れ
た
泡
鳴
は
、
天
渓
が
反
論
を
や
め
て
か
ら
も
、
依
然
と
し

て
、
肉
重
合
致
と
剃
那
主
義
を
武
器
と
し
て
抱
月
を
攻
撃
し
続
け
て

、5
D
E
O

b
z
 
人
生
に
お
け
る
一
切
の
理
想
や
解
決
を
放
棄
し
、
旧
物
を
破
壊
す

る
性
格
を
も
っ
た
こ
の
文
学
運
動
で
は
、
現
実
を
よ
り
切
実
に
表
現

す
る
こ
と
が
中
心
課
題
と
さ
れ
た
た
め
、
実
際
の
人
生
の
思
想
や
生

き
方
に
関
係
し
て
く
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
自
然

主
義
は
あ
く
ま
で
も
文
芸
上
の
主
義
で
あ
る
と
い
う
説
明
か
ら
、
こ

の
文
芸
思
想
を
持
っ
た
人
は
ど
の
よ
う
な
思
想
で
生
き
て
い
く
べ
き

か
と
い
う
疑
惑
が
生
じ
た
の
は
当
然
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
芸
術
と

し
て
の
独
立
性
を
保
つ
こ
と
を
も
包
含
す
る
、
「
幻
滅
時
代
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
天
渓
の
理
念
は
、
既
存
の
社
会
的
価
値
観
を
打
ち

壊
す
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
た
が
、
や
が
て
道
徳
そ
の
も
の
を
逸
脱
す

る
に
至
り
、
矛
盾
が
露
呈
し
た
こ
と
も
否
定
し
が
た
い
。
泡
鳴
と
の

応
酬
を
や
め
た
原
因
を
考
え
て
み
る
と
、
泡
鳴
の
強
烈
な
主
観
は
動

か
せ
な
い
と
気
づ
い
た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
他
に
、
天
渓

は
自
身
の
自
然
主
義
理
論
の
限
界
を
意
識
し
た
と
い
う
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
応
酬
を
や
め
た
年
の
七
月
に
、
天

漢
の
自
然
主
義
期
の
評
論
を
収
録
し
た
『
自
然
主
義
』
(
明
治
四
十

一
年
七
月
、
博
文
館
)
が
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
泡
鳴
に
自

然
主
義
の
内
容
な
ら
こ
の
著
作
を
見
よ
と
賞
賛
さ
れ
た

E
J」
の
本

の
「
は
し
が
き
」
に
、
天
漢
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

幻
象
の
裏
に
暮
ら
す
人
は
幸
だ
。
自
身
す
ら
実
行
で
き
ぬ
様

の
理
想
的
言
論
を
述
ぶ
る
人
に
は
勇
気
が
あ
る
。
宗
教
や
、
学

芸
を
切
責
し
な
が
ら
而
も
社
会
を
教
化
す
と
言
ふ
人
は
一
種
の

商
業
家
だ
。
僕
に
は
そ
の
詩
的
強
像
も
無
い
、
勇
気
も
無
い
、

商
略
も
無
い
。
唯
此
の
脳
味
噌
に
湧
い
た
憧
を
書
い
て
見
た
ら

ば
、
こ
ん
な
妙
な
物
に
成
っ
た
の
だ
。

-89 -



「
幻
象
の
裏
に
暮
ら
す
人
」
や
「
実
行
で
き
ぬ
様
の
理
想
的
言
論

を
述
ぶ
る
人
」
と
い
う
批
判
が
泡
鳴
に
向
け
ら
れ
た
も
の
か

E
う
か

は
無
論
確
定
で
き
な
い
が
、
自
噺
の
意
を
含
め
、
現
実
に
執
着
す
る

意
志
が
は
っ
き
り
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
時
点
で
、
天
渓
が
「
自
然
主

義
」
と
い
う
表
題
で
単
行
本
を
出
し
て
い
る
こ
と
を
、
彼
の
自
然
主

義
理
論
が
完
成
し
て
い
る
証
だ
と
読
み
取
れ
な
く
も
な
い
。
一
方
、

泡
鳴
も
同
じ
年
の
十
月
に
『
新
自
然
主
義
』
を
出
版
し
た
。
収
録
さ

れ
た
論
の
中
で
、
最
後
の
附
言
と
し
て
収
め
ら
れ
た
の
は
抱
月
の
「
観

照
」
に
関
す
る
論
へ
の
批
判
で
あ
り
、
内
容
は
や
は
り
彼
の
実
感
的

芸
術
観
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
附
言
の

前
の
最
後
の
一
篇
は
「
表
象
と
暗
示
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
「
新
自
然

主
義
の
結
論
」
と
い
う
副
題
を
つ
け
て
い
る
。
収
録
さ
れ
た
諸
論
の

内
容
を
見
る
と
、
天
渓
と
の
応
酬
を
通
し
て
、
そ
し
て
抱
月
へ
の
批

判
を
通
し
て
、
泡
鳴
の
新
自
然
主
義
が
確
立
さ
れ
、
ひ
と
つ
の
結
論

に
達
し
て
い
る
印
象
が
強
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
「
芸
術
と
実

行
」
論
争
の
発
端
の
文
学
史
的
意
味
を
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
二
人

の
自
然
主
義
論
は
明
治
四
十
一
年
の
こ
の
論
争
と
共
に
完
成
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

終
わ
り
に

「
芸
術
と
実
行
」
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
天
渓
と
泡
鳴
と
の
応

酬
や
泡
鳴
と
抱
月
と
の
応
酬
の
レ
ベ
ル
で
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
明
治
四
十
二
年
一
月
に
、
花
袋
は
自
身
の
主
宰
す
る
「
文
章
世

界
」
上
の
コ
ラ
ム
「
評
論
の
評
論
」
で
、
「
自
分
は
実
行
上
の
自
然

主
義
と
い
ふ
も
の
は
意
味
を
成
さ
ぬ
と
思
ふ
。
自
然
主
義
の
傍
観
的

態
度
は
既
に
始
め
か
ら
芸
術
的
学
問
で
あ
る
。
ま
た
自
然
主
義
は
さ

う
し
た
処
に
そ
の
ま
こ
と
の
意
義
を
有
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
」
と

述
べ
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
発
言
を
加
え
た
。
そ
し
て
七
月
ま
で
毎

月
こ
の
間
題
を
同
欄
で
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
花
袋
町
発
言
に
引
き

続
い
て
、
文
壇
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
る
論
者
が
多
く
な
っ
た
。
金

子
筑
水
「
実
生
活
と
文
芸
」
(
明
治
四
十
二
年
二
月
、
「
中
央
公
論
」
)
、

「
文
芸
と
実
人
生
」
(
明
治
四
十
二
年
五
月
、
「
中
央
公
論
」
)
、
「
芸

術
と
実
人
生
の
接
触
点
」
(
明
治
四
十
二
年
六
月
、
「
新
潮
」
)
や
「
芸

術
観
の
一
面
」
(
明
治
四
十
二
年
六
月
、
「
文
章
世
界
」
)
、
徳
田
秋

江
(
近
松
秋
江
)
「
芸
術
は
人
生
の
理
想
化
な
り
」
(
明
治
四
十
二

年
六
月
、
「
現
代
」
)
、
石
橋
湛
山
「
観
照
と
実
行
」
(
明
治
四
十
二

年
六
月
十
日

1
二
十
一
日
、
「
東
京
日
日
新
聞
」
)
、
相
馬
御
風
「
自

然
主
義
論
最
後
の
試
練
」
(
明
治
四
十
二
年
七
月
、
「
新
潮
」
)
、
松

原
至
文
「
傍
観
と
実
行
」
(
明
治
四
十
二
年
七
月
、
「
新
潮
」
)
、
樋

口
龍
峡
「
芸
術
の
世
界
と
実
世
界
」
(
明
治
四
十
二
年
九
月
、
「
新

小
説
」
)
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
抱
月
も
「
行
は
せ
る
芸
術
と
考
へ

さ
せ
る
芸
術
」
(
明
治
四
十
二
年
一
月
、
「
秀
才
文
壇
」
)
、
「
実
行
的

人
生
と
芸
術
的
人
生
」
(
明
治
四
十
二
年
三
月
、
「
新
潮
」
)
な
ど
の
、
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ほ
ぽ
同
じ
趣
旨
を
敷
街
し
た
も
の
を
発
表
し
、
天
渓
も
「
芸
術
と
実

行
」
(
明
治
四
十
二
年
八
月
、
「
太
陽
」
)
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
文
章
の
発
表
時
期
、
数
の
多
さ
か
ら
見
れ
ば
、
確
か
に
明
治
四

十
二
年
六
月
に
「
芸
術
と
実
行
」
問
題
は
文
壇
の
関
心
の
焦
点
の
一

つ
と
し
て
「
ひ
と
つ
の
絶
頂
に
遺
し
た
」
〔
平
野
謙
)
と
言
っ
て
も

間
違
い
は
な
い
が
、
し
か
し
前
述
し
た
よ
う
に
、
自
然
主
義
者
の
立

場
は
天
漢
と
泡
鳴
と
の
応
酬
の
時
点
で
は
す
で
に
決
着
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
明
治
四
十
二
年
に
な
る
と
、
こ
の
「
自
然
主
議
論
最
後
の

試
練
」
と
称
さ
れ
る
問
題
は
、
再
び
文
壇
の
人
々
に
持
ち
上
げ
ら
れ
、

広
が
り
を
持
っ
た
議
論
と
な
り
、
問
題
の
性
格
も
変
わ
っ
て
い
く
。

し
か
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。
本
稿
で
は
、
「
芸

術
と
実
行
」
論
争
の
発
端
に
つ
い
て
、
明
治
四
十
一
年
五
月
前
後
の

天
渓
と
泡
鳴
と
の
論
争
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
時
期
や
内

容
を
明
ら
か
に
し
た
。

〈注〉
畏
谷
川
天
漢
と
岩
野
抱
鳴
と
の
評
論
の
引
用
は
す
べ
て
初
出
に
よ
る
。
但
し

新
字
に
改
め
た
。

〔
一
)
戦
前
に
「
芸
術
と
実
行
」
に
触
れ
た
研
究
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
唐

木
順
一
一
一
『
現
代
日
本
瓦
学
序
説
』
〔
昭
和
七
年
十
月
、
春
陽
堂
)
や
小

林
秀
雄
「
私
小
説
論
」
(
昭
和
十
年
五
月
、
「
経
済
往
来
」
)
が
畢
げ
ら

れ
る
が
、
ど
ち
ら
も
「
芸
術
と
実
行
」
と
い
う
問
題
を
中
心
と
し
て

取
り
上
げ
た
論
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
小
林
秀
雄
前
「
私
小
説
諭
」

で
提
出
し
た
視
点
は
、
の
ち
に
平
野
謙
の
説
に
大
き
く
影
響
し
た
と

考
え
ら
れ
よ
う
が
、
「
芸
術
と
実
行
」
を
主
体
的
に
取
り
上
げ
た
研
究

と
ま
で
は
言
え
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
は
宮
川
鶴
次
郎
「
「
実
行
と
芸
術
」

の
問
題
|
日
本
自
然
主
義
文
学
の
提
起
し
た
も
の
」
(
昭
和
二
十
五
年

四
月
、
「
文
学
」
)
と
平
野
謙
「
実
行
と
芸
術
」
〔
昭
和
二
十
八
年
九
月
、

「
近
代
文
学
」
)
が
晴
矢
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
と
り
わ
け
平
野
謙
の

論
は
、
近
代
文
学
史
の
構
園
を
提
出
し
、
檀
の
研
究
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

{
二
)
今
井
泰
子
氏
は
「
実
行
と
芸
術
」
〔
『
近
代
文
学

3

I
学
的
近
代
の

成
立
』
昭
和
五
十
二
年
六
月
、
有
斐
閣
)
で
、
こ
の
問
題
の
研
究
史

を
回
顧
し
、
当
問
題
の
発
端
に
つ
い
て
、
研
究
者
部
出
し
た
諸
説
を
、

次
の
よ
う
に
三
つ
に
分
け
て
い
る
。

一
、
明
治
四
十
二
年
一
、
二
月
、
岡
山
花
袋
「
評
論
の
評
論
」

三
、
明
治
四
十
一
年
九
月
、
抱
月
「
葺
術
と
実
生
活
の
界
に
横
た

は
る
一
線
」

三
、
明
治
四
十
一
年
四

5
六
月
の
問

そ
し
て
、
今
井
氏
は
ま
た
第
三
の
「
明
治
四
十
一
年
四

5
六
月
の
閣
」

と
い
う
項
目
を
、
次
の
よ
う
に
四
つ
に
分
け
て
い
る
。

-
明
治
四
十
一
年
五
月
、
抱
月
「
自
然
主
義
の
価
値
」

2
明
治
四
十
一
年
五
月
、
抱
月
「
瓦
芸
上
の
自
然
主
義
」

3
明
治
四
十
一
年
五
月
、
天
漢
「
無
解
決
と
解
決
」
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4
明
治
四
十
一
年
四
月
二
十
六
日
、
岩
野
抱
鳴
「
瓦
界
私
議

島
氏
の
「
自
然
主
義
の
理
論
的
根
拠
」
」

(
一
一
一
)
川
副
国
基
「
解
説
」
(
『
日
本
近
代
文
学
大
系
第
王
十
七
巻
近
代

評
論
集
』
昭
和
四
十
七
年
九
月
、
角
川
書
唐
)

(
四
)
日
比
氏
の
論
瓦
以
外
に
、
田
口
道
昭
「
啄
木
と
近
松
秋
江
|
「
実
行

と
芸
術
」
批
判
の
位
相
」
(
平
成
十
六
年
十
三
月
、
「
神
戸
山
手
女

子
短
期
大
学
紀
要
」
)
が
あ
る
師
、
田
口
氏
は
相
馬
庸
郎
氏
の
研
究
を

踏
ま
え
て
花
袋
の
「
評
論
の
評
論
」
(
明
治
四
十
二
平
一
月
)
を
論
争

の
き
っ
か
け
と
し
て
い
る
。

(
玉
)
『
石
川
啄
木
全
集
第
四
巻
評
論
・
感
想
』
昭
和
主
十
五
年
三
月
、

筑
摩
書
房

〔
六
)
「
太
陽
」
臨
時
噌
刊
(
明
治
四
十
一
年
三
月
)
の
「
附
纂
明
治
四

十
年
史
」
の
中
に
「
自
然
派
の
作
物
は
、
所
謂
モ
デ
ル
問
題
な
る
も

の
を
呼
び
起
こ
せ
り
。
こ
れ
藤
村
氏
の
『
並
木
』
が
動
園
に
な
り
、

尋
で
花
袋
子
の
『
蒲
団
』
出
で
た
る
が
故
な
り
J
'と
い
う
記
述
が
あ

る。

〔
七
)
『
鴎
外
全
集
第
五
巻
』
昭
和
四
十
七
年
三
月
、
岩
波
書
唐

〔
八
)
『
辻
潤
全
集
第
一
巻
』
昭
和
五
十
七
年
四
月
、
五
月
書
房

〔
九
)
実
際
に
、
「
芸
術
と
実
生
活
の
界
に
横
た
は
る
一
線
」
に
お
い
て
抱
月

前
提
示
し
た
〈
桓
蝿
〉
と
〈
芸
術
と
実
行
〉
と
い
う
言
葉
の
論
理
は
、

「
自
然
主
義
の
価
値
」
(
明
治
四
十
一
年
五
月
、
「
早
稲
田
文
学
」
)
、
「
瓦

芸
上
の
自
然
主
義
」
(
談
話
筆
記
て
「
駁
論
一
一
一
-
一
」
(
明
治
四
十
一
年 中

六
月
三
十
一
日
、
「
読
売
新
聞
」
)
、
「
冷
め
た
自
己
」
(
明
治
四
十
一
年

八
月
一
一
十
八
日
・
二
十
九
日
、
「
東
京
一
一
六
新
聞
」
)
で
、
す
で
に
出

さ
れ
て
い
る
.
特
に
、
談
話
筆
記
「
瓦
芸
上
の
自
然
主
義
」
と
「
駁

論
-
一
一
一
ご
は
、
〈
観
照
〉
と
い
う
概
念
の
骨
格
を
明
白
に
規
定
し
て
い

る
点
で
、
注
目
に
値
す
る
.
ま
た
、
「
駁
論
一
一
一
-
一
」
に
「
芸
術
と
実
生

活
の
境
に
劃
す
る
一
線
」
と
い
う
言
葉
を
提
示
し
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
時
期
か
ら
す
で
に
「
芸
術
と
実
生
活
の
界
に
横
た
は
る
一
線
」
と

い
う
論
文
を
構
想
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
芸
術

と
実
行
」
閣
題
の
発
端
と
し
て
「
葺
術
と
実
生
活
の
界
に
横
た
は
る

一
線
」
に
注
目
し
た
従
来
の
部
分
的
な
研
究
、
た
と
え
ば
戴
禎
子
が
、

こ
の
評
論
が
「
最
も
根
本
的
に
こ
の
問
題
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
」

っ
た
と
述
べ
た
点
、
あ
る
い
は
白
井
吉
見
が
「
抱
月
は
、
い
ち
早
く

『
芸
術
と
実
生
活
の
界
に
横
は
る
一
線
』
」
を
書
き
、
「
実
行
と
の
聞

に
一
線
を
劃
」
し
た
人
だ
と
述
べ
た
点
は
、
修
正
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

(一

O
)
「
文
界
私
議
」
と
い
う
の
は
泡
鳴
が
「
読
売
新
聞
」
に
評
論
を
発

表
す
る
時
に
多
用
し
た
表
題
で
、
こ
の
六
月
十
四
日
の
も
の
は
の
ち

に
単
行
本
『
新
自
然
主
義
』
に
収
録
さ
れ
た
際
に
は
「
文
界
私
議
(
九
)
」

に
な
っ
て
い
る
。

(
一
一
)
当
時
の
「
読
売
新
聞
」
の
「
日
曜
付
録
」
の
欄
に
お
い
て
は
、
徳

田
秋
江
の
コ
ラ
ム
「
瓦
壇
無
駄
話
」
は
い
つ
も
天
漢
と
泡
鳴
の
文
章

の
下
の
位
置
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
.
天
漢
は
「
自
我
の
範
囲
(
岩
野
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抱
鳴
君
に
与
ふ
)
」
で
彼
と
泡
鳴
と
の
論
争
に
つ
い
て
「
本
誌
も
迷
惑

で
あ
ら
う
し
、
徳
田
秋
江
君
か
ら
、
ま
た
二
階
で
騒
い
で
ゐ
る
と
冷

や
か
さ
れ
る
か
ら
、
簡
単
に
切
り
上
げ
や
う
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

(
一
一
一
)
大
久
保
典
夫
「
新
自
然
主
義
(
泡
鳴
}
の
意
義
」
(
昭
和
四
十
三

年
九
月
、
「
国
瓦
学
解
釈
と
鑑
賞
」
)
は
コ
新
自
然
主
義
」
と
い
う

の
が
彼
の
い
わ
ゆ
る
「
半
獣
主
義
」
に
ほ
か
な
ら
ぬ
」
と
述
べ
て
い

る
。
ま
た
、
鎌
倉
芳
信
「
泡
鳴
「
神
秘
的
半
獣
主
義
」
の
性
格
自

然
主
義
と
シ
ョ

l
ペ
ン
ハ
ウ
ア
l

・
=
lチ
エ
|
」
(
平
成
九
年
四
月
、

「
日
本
文
学
」
)
は
、
「
「
神
盤
的
半
獣
主
義
」
の
自
然
主
義
的
性
格
は
、

や
が
て
花
袋
、
藤
村
な
ど
と
の
思
想
的
差
異
を
明
確
に
し
、
「
新
自
然

主
義
」
を
唱
道
す
る
素
地
と
な
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

〔
二
一
一
)
「
長
谷
川
天
渓
」
(
昭
和
二
十
七
年
十
月
、
「
英
瓦
学
」
)

(
一
四
)
太
田
正
雄
「
太
陽
記
者
畏
谷
川
天
漢
氏
に
閣
ふ
」
(
明
治
四
十
年

十
一
月
、
「
明
星
」
)
。
ま
た
、
成
瀬
正
勝
「
桂
期
自
然
主
義
文
学
理
論

の
展
開
ー
そ
の
第
一
期
に
つ
い
て
|
続
」
は
天
漢
の
「
真
正
な
る
幻

像
」
を
求
め
よ
う
と
す
る
「
論
旨
に
は
粗
築
の
鎌
ひ
が
あ
」
り
、
天

演
の
技
巧
排
斥
論
は
、
「
美
的
鑑
賞
の
貧
困
を
表
白
し
た
に
外
な
ら
な

い
」
と
指
摘
し
て
い
る
(
昭
和
十
五
年
一
月
、
「
文
学
」
)
。
白
井
吉
見

は
「
破
理
顕
実
と
か
、
無
念
無
想
と
か
、
現
実
直
観
と
か
い
う
二
、

三
の
標
語
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
」
ず
、
「
理
想
と
は
何
か
、

現
実
と
は
何
か
、
理
想
と
現
実
と
の
関
係
は
何
か
、
そ
れ
ら
と
瓦
学

と
の
関
係
は
ど
う
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
か
、
そ
ん
な
基
本

的
な
こ
と
す
ら
何
ひ
と
つ
明
ら
か
に
一
さ
れ
て
い
な
い
」
と
、
天
漢
を

強
く
批
判
し
て
い
る
(
『
近
代
文
学
論
争
上
』
咽
和
五
十
年
十
月
、

筑
摩
書
房
)
。

(
一
五
)
長
谷
川
天
漢
「
幻
滅
時
代
の
芸
術
」
(
明
治
三
十
九
年
十
月
、
「
太

陽
」
)
を
書
照
.

(
一
六
)
吉
田
精
一
『
自
然
主
義
の
研
究
下
巻
』
(
昭
和
三
十
三
年
一
月
、

東
京
堂
)
は
、
泡
鳴
『
神
秘
的
半
獣
主
義
』
で
の
主
張
を
コ
文
葺
即

人
生
、
葺
術
即
実
行
」
を
強
調
す
る
。
剰
那
の
十
全
の
充
足
に
よ
っ

て
生
命
の
燃
焼
を
は
か
る
の
が
第
一
義
的
生
命
で
あ
り
、
芸
術
も
亦

こ
の
活
動
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
説
明
し
、
芸
術
即
実
行
と
い
う
主

張
は
こ
こ
で
す
で
に
提
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
見
方
を
示
し
て
い
る
。

{
一
七
)
高
田
瑞
穂
コ
幻
滅
時
代
」
前
桂
|
天
漢
の
現
実
主
義
と
そ
の
命

脈
」
(
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
、
「
日
本
近
代
文
学
」
)
は
「
真
に
「
現

実
へ
」
立
ち
還
え
り
さ
え
し
た
ら
、
そ
の
「
現
実
か
ら
」
何
か
が
生

れ
る
普
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
天
撲
の
現
実
主
義
、
主
義

と
言
う
よ
り
は
「
現
実
へ
」
の
全
体
を
、
そ
の
奥
で
支
え
た
も
の
が
、

あ
の
「
幻
滅
時
代
」
な
る
想
念
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
」
と
天
撲
の
「
現

実
」
観
を
解
釈
し
て
い
る
。

(
一
人
)
注
一
六
事
照
。

(
一
九
)
「
美
的
生
活
論
、
自
然
主
義
、
私
小
説
|
ひ
と
つ
の
史
的
見
取
図

の
試
み
」
(
昭
和
五
十
三
年
六
月
、
「
日
本
文
学
」
)

(一一

O
)
「
島
村
抱
月
氏
に
害
ふ
」
(
明
治
四
十
一
年
九
月
二
十
七
日
、
「
読
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売
新
聞
」
)
出
抱
月
「
葺
術
と
実
生
活
の
界
に
横
た
は
る
一
線
」
に
対

す
る
反
論
で
あ
り
、
「
実
行
文
芸
、
件
数
件
」
(
明
治
四
十
一
一
年
三
月

三
十
一
日
、
「
読
売
新
聞
」
)
が
抱
月
「
実
行
的
人
生
と
芸
術
的
人
生
」

(
明
治
四
十
三
年
三
月
、
「
新
潮
」
)
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
.

{
一
一
一
)
「
瓦
葺
取
締
閣
題
と
自
然
主
義
」
(
明
治
四
十
一
年
十
一
月
十
五
日
、

「
読
売
新
聞
」
)

(
お
伊
ヲ

お
く
う
ん
・
本
字
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
)
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。
明
治
四
十
一
年
「
芸
術
と
実
行
」
評
論
一
覧
表

治十明四

年

月九 八月 月六
王

月四
月

古 十七 十日
五

十王
十七 日 十人 十 十 古 日 日 日

十六 古日 日 日
目 目 日 日 目 日

十九 十五

目 日

事野習野事天漢 事天漢 事習寝室 事習室 事渓天 天渓

冷」ため己自

駁論
文界私議
我自

主貫
文f宮上士 韻文界観我 華昇の

富」

妻
東京 稲李融首

氏中島

書聖
東京

;事量

の

東京

語 高 読菌
の

長義線
持論

首 高

早稲文学田 書読
理論根拠」的

文章世塁

書読
新望
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